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中野を経済交流の拠点とした太い連携

子どもが架け橋となる自治体間連携

例年、 多くの人たちでにぎわう 「江戸川区民ま

つり」 のフレンド広場
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区
民
保
養
所
建
設
を
き
っ
か
け
に

　
江
戸
川
区
は
長
野
県
安あ

ず

み

の

し

曇
野
市
と
山
形

県
鶴つ

る
お
か
し

岡
市
の
２
都
市
と
友
好
都
市
盟
約
を

締
結
し
て
い
ま
す
。

　
長
野
県
安
曇
野
市
（
旧
穂
高
町
）
と
の

交
流
は
、
１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年
に
区

民
保
養
施
設
建
設
の
た
め
、
旧
有
明
小
学

校
跡
地
を
穂
高
町
か
ら
譲
り
受
け
た
こ
と

に
は
じ
ま
り
ま
す
。
穂
高
町
は
町
を
あ
げ

て
区
を
歓
迎
し
、
将
来
に
わ
た
る
相
互
連

携
の
気
運
が
生
ま
れ
、
１
９
７
４
（
昭
和

49
）
年
２
月
に
友
好
都
市
盟
約
を
締
結
し

ま
し
た
。

　
区
の
保
養
施
設
で
あ
る
「
穂
高
荘
」
は

開
設
以
来
多
く
の
区
民
に
利
用
さ
れ
、
昨

年
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
穂
高
荘
の
敷

地
に
併
設
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
ン
プ
場
で

は
、
江
戸
川
区
子
ど
も
会
連
合
会
瑞
江
支

部
と
安
曇
野
市
穂
高
の
子
ど
も
会
と
の
交

流
「
穂
高
・
瑞
江
親
睦
キ
ャ
ン
プ
」
（
７

月
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
８
１

（
昭
和
56
）
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
事
業

は
、
親
子
２
代
に
わ
た
っ
て
参
加
し
て
い

た
り
、
大
人
に
な
っ
た
参
加
者
が
指
導
者

と
し
て
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
安
曇
野
市

を
訪
れ
た
り
す
る
な
ど
交
流
は
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。
例
年
３
月
に
は
江
戸
川
区

で
「
穂
高
瑞
江
少
年
少
女
交
歓
会
」
を
開

催
し
て
お
り
、
互
い
の
都
市
を
往
来
す
る

交
流
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　「
新
春
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
に
は

１
９
９
０
（
平
成
2
）
年
か
ら
毎
年
、
安

曇
野
市
の
チ
ー
ム
を
招
待
し
て
い
ま
す
。

子どもが架け橋となる自治体間連携

　
毎
年
、
10
月
に
行
わ
れ
る
﹁
江
戸
川
区
民
ま
つ
り
﹂
は
今
年
で
40
回
目
を
迎
え

ま
す
。
会
場
で
は
友
好
都
市
を
は
じ
め
、
江
戸
川
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
各
都
市
自

慢
の
特
産
物
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
友
好
都
市
か
ら
参
加
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
が
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
な
ど
し
て
ス
テ
ー
ジ
に
華
を
添
え
、
ま
つ
り
を
一

段
と
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
江
戸
川
区
は
、
自
治
体
間
交

流
を
次
世
代
に
継
承
し
よ
う
と
、
子
ど
も
た
ち
が
主
役
と
な
る
様
々
な
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

  

絆
を
深
め
て
未
来
に
バ
ト
ン
受
け
継
ぐ

安曇野市の少年サッカーチームを招待して開催された

新春少年サッカー大会。 多田正見区長のキックオフ

今
年
も
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
江
戸
川
区
花
火
大
会
」
に
は

１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年
の
第
１
回
か
ら
安

曇
野
市
の
皆
さ
ん
を
招
待
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
８
月
も
親
子
30
人
が
夜
空
に
打
ち

あ
が
る
大
輪
の
花
火
を
楽
し
み
ま
し
た
。

学
童
疎
開
の
御
恩
を
忘
れ
な
い

　
山
形
県
鶴
岡
市
と
の
交
流
は
、
太
平
洋

戦
争
に
遡
り
ま
す
。
戦
争
の
さ
な
か
、
江

戸
川
区
の
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
鶴
岡
市

と
そ
の
周
辺
に
疎
開
し
ま
し
た
。
温
か
く

迎
え
て
く
れ
た
人
々
の
恩
を
忘
れ
な
か
っ

た
区
民
は
、
鶴
岡
市
と
交
流
を
は
じ
め
ま

し
た
。
こ
の
友
情
の
輪
を
広
げ
平
和
の
尊

さ
を
語
り
継
ぐ
た
め
、
１
９
８
１
（
昭
和

56
）
年
５
月
に
友
好
都
市
盟
約
を
締
結
し

ま
し
た
。
学
童
疎
開
60
周
年
、
70
周
年
の

節
目
に
は
、
区
内
の
子
ど
も
た
ち
を
「
平

和
大
使
」
と
し
て
鶴
岡
市
に
派
遣
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
地
元
の
語
り
部
か
ら

疎
開
当
時
の
様
子
な
ど
を
聞
き
、
戦
争
の

悲
惨
さ
や
平
和
の
大
切
さ
を
学
ん
で
き
ま

し
た
。

　
１
９
９
０
（
平
成
２
）
年
４
月
に
は
、

鶴
岡
市
の
東
京
事
務
所「
鶴
岡
江
戸
屋
敷
」

が
西
葛
西
に
開
館
し
ま
し
た
。
鶴
岡
市
が

「
城
下
町
夢
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
東

京
に
前
線
基
地
を
設
け
、
現
代
の
江
戸
屋

敷
と
し
て
情
報
を
収
集
・
発
信
す
る
こ
と

を
計
画
。
区
に
建
設
用
地
あ
っ
せ
ん
の
相

談
が
あ
り
、
西
葛
西
の
区
有
地
を
30
年
契

約
で
賃
貸
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
で
は
区
民
に
す
っ
か
り
定
着
し
、
区
内

の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
と
情
報
の
重

要
な
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

学
童
疎
開
関
係
団
体
の
活
動
拠
点
と
し
て

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
区
内
で
は
鶴
岡
の
冬
の

味
覚
・
ど
ん
が
ら
汁
を
味
わ
え
る
「
寒
鱈

ま
つ
り
」（
１
月
）、
鶴
岡
の
方
が
小
学
校

を
訪
問
し
、
庄
内
米
の
栽
培
方
法
を
教
え

て
く
れ
る
「
米
づ
く
り
授
業
」（
６
月
）

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
川
区
立
鹿
本
小
学
校
と
鶴
岡
市
立

朝
暘
第
三
小
学
校
は
、
姉
妹
校
盟
約
を
結

ん
で
い
ま
す
。
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
で
５

年
ご
と
に
鶴
岡
市
を
訪
問
し
た
り
、
手
紙

や
絵
を
送
り
合
う
な
ど
の
交
流
を
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
の
３
月
に
は
、
江
戸
川
区
が
主
催

す
る
「
関
東
中
学
生
卓
球
大
会
」
に
安
曇

野
市
と
鶴
岡
市
の
中
学
生
を
招
待
し
ま
し

た
。
大
会
前
日
に
は
、
江
戸
川
区
と
友
好

都
市
の
生
徒
た
ち
が
合
同
練
習
で
共
に
汗

を
流
し
、
そ
の
後
の
夕
食
会
で
は
、
大
会

本
番
の
健
闘
を
誓
い
合
い
友
情
を
深
め
ま

し
た
。

稚
魚
を
育
て
て
故
郷
の
川
に
放
流

　
江
戸
川
区
で
は
鶴
岡
市
や
安
曇
野
市
の

よ
う
に
息
の
長
い
自
治
体
間
交
流
だ
け
で

な
く
、
新
し
い
自
治
体
と
の
交
流
も
始
め

て
い
ま
す
。

　
茨
城
県
城し

ろ
さ
と
ま
ち

里
町
は
２
０
０
５
（
平
成

17
）
年
２
月
に
３
町
村
の
合
併
に
よ
り
誕

生
し
た
新
し
い
町
で
す
。
１
９
８
９
（
平

成
元
）
年
か
ら
区
民
ま
つ
り
に
参
加
し
て

い
た
城
里
町
の
熱
烈
な
ラ
ブ
コ
ー
ル
に

よ
っ
て
、
近
年
、
お
互
い
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
な
ど
交
流
が
さ
ら
に
深
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
11
月
に
は
、

江
戸
川
区
子
ど
も
未
来
館
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
て
い
る
児
童
を
対
象
に
、「
城

里
町
ワ
ン
ダ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
が
１
泊
２
日

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
地
で
は
サ
ケ
の
遡

上
調
査
や
産
卵
の
見
学
、
天
体
観
測
、
き

の
こ
栽
培
方
法
観
察
な
ど
が
行
わ
れ
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
江
戸
川
区
で
は
体
験

で
き
な
い
思
い
出
づ
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

鶴岡市の冬の味覚・どんがら汁を味わえる 「寒鱈まつり」

ふ化させた稚魚をふるさとへ放流
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た
、

学
童
疎
開
関
係
団
体
の
活
動
拠
点
と
し
て

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
区
内
で
は
鶴
岡
の
冬
の

味
覚
・
ど
ん
が
ら
汁
を
味
わ
え
る
「
寒
鱈

ま
つ
り
」（
１
月
）、
鶴
岡
の
方
が
小
学
校

を
訪
問
し
、
庄
内
米
の
栽
培
方
法
を
教
え

て
く
れ
る
「
米
づ
く
り
授
業
」（
６
月
）

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
川
区
立
鹿
本
小
学
校
と
鶴
岡
市
立

朝
暘
第
三
小
学
校
は
、
姉
妹
校
盟
約
を
結

ん
で
い
ま
す
。
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
で
５

年
ご
と
に
鶴
岡
市
を
訪
問
し
た
り
、
手
紙

や
絵
を
送
り
合
う
な
ど
の
交
流
を
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
の
３
月
に
は
、
江
戸
川
区
が
主
催

す
る
「
関
東
中
学
生
卓
球
大
会
」
に
安
曇

野
市
と
鶴
岡
市
の
中
学
生
を
招
待
し
ま
し

た
。
大
会
前
日
に
は
、
江
戸
川
区
と
友
好

都
市
の
生
徒
た
ち
が
合
同
練
習
で
共
に
汗

を
流
し
、
そ
の
後
の
夕
食
会
で
は
、
大
会

本
番
の
健
闘
を
誓
い
合
い
友
情
を
深
め
ま

し
た
。

稚
魚
を
育
て
て
故
郷
の
川
に
放
流

　
江
戸
川
区
で
は
鶴
岡
市
や
安
曇
野
市
の

よ
う
に
息
の
長
い
自
治
体
間
交
流
だ
け
で

な
く
、
新
し
い
自
治
体
と
の
交
流
も
始
め

て
い
ま
す
。

　
茨
城
県
城し

ろ
さ
と
ま
ち

里
町
は
２
０
０
５
（
平
成

17
）
年
２
月
に
３
町
村
の
合
併
に
よ
り
誕

生
し
た
新
し
い
町
で
す
。
１
９
８
９
（
平

成
元
）
年
か
ら
区
民
ま
つ
り
に
参
加
し
て

い
た
城
里
町
の
熱
烈
な
ラ
ブ
コ
ー
ル
に

よ
っ
て
、
近
年
、
お
互
い
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
な
ど
交
流
が
さ
ら
に
深
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
11
月
に
は
、

江
戸
川
区
子
ど
も
未
来
館
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
て
い
る
児
童
を
対
象
に
、「
城

里
町
ワ
ン
ダ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
が
１
泊
２
日

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
地
で
は
サ
ケ
の
遡

上
調
査
や
産
卵
の
見
学
、
天
体
観
測
、
き

の
こ
栽
培
方
法
観
察
な
ど
が
行
わ
れ
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
江
戸
川
区
で
は
体
験

で
き
な
い
思
い
出
づ
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

鶴岡市の冬の味覚・どんがら汁を味わえる 「寒鱈まつり」

ふ化させた稚魚をふるさとへ放流
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子
ど
も
未
来
館
で
は
ワ
ン
ダ
ー
キ
ャ
ン

プ
を
き
っ
か
け
に
、
城
里
町
と
提
携
し
た

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
末
に
は
地

元
那
珂
川
漁
協
か
ら
数
千
個
の
イ
ク
ラ
が

届
き
、
未
来
館
利
用
者
の
家
庭
に
里
親
に

な
っ
て
も
ら
い
、
孵
化
か
ら
稚
魚
に
育
つ

ま
で
飼
育
と
観
察
を
続
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
う
し
て
育
て
た
稚
魚
は
、
３
月
に

城
里
町
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
故
郷

の
那
珂
川
に
放
流
し
ま
し
た
。

息
の
長
い
取
り
組
み
で
未
来
に

　
友
好
都
市
等
の
自
治
体
間
交
流
に
は
自

治
体
毎
に
交
流
の
経
緯
や
内
容
に
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
江
戸
川
区
で
は
各
都
市
と
育

ん
で
き
た
関
係
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
さ

ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
若
い
世
代
の
交

流
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
区
で
は
以

前
よ
り
友
好
都
市
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
な

関
係
に
お
い
て
も
子
ど
も
が
主
体
と
な
る

よ
う
な
事
業
展
開
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
交
流
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
城

里
町
と
の
交
流
で
も
、
き
っ
と
鶴
岡
市
や

安
曇
野
市
と
同
じ
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
が

自
治
体
間
連
携
の
架
け
橋
と
な
り
、
未
来

に
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぎ
、
息
の
長
い
交
流

を
続
け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　２０１６（平成28）年３月２６日に開業した北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）

が青函トンネルを抜けて北海道で最初に停まるのが、木古内駅です。この駅のあ

る北海道木
きこないちょう

古内町は、江戸川区の友好都市である鶴岡市と姉妹都市関係にあり

ます。その鶴岡市からの紹介で、江戸川区と木古内町との交流が始まりました。

　今年７月、江戸川区立下小岩第二小学校の５年生３７人が、漁村における自然

体験や宿泊体験を通じて現地の人たちと交流する事業に参加しました。江戸川区

は都内では自然に触れる機会の多い区ではありますが、農山漁村の生活や文化

に触れる機会はあまりありません。江戸川区にとっては子どもたちの貴重な体験

や人々との交流ができる一方、木古内町にとっても町の魅力を東京の人たちに伝

える絶好の機会となるでしょう。交流自治体が仲介役となる新たな連携が始まって

います。

木古内市で自然体験を楽しむ

子どもたち

8


	区政会館だより330-表紙.pdf
	区政会館だより330-p06-08江戸川区.pdf

